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イ リ ュ
ー ジ ョ ン研究会

日本心理学会第74 回大会ワ
ー

クシ ョ ッ プ共催

　木村　敦 （幹事／東京電機大学）

坂田　勝亮 （主査／女子美術大学）

　イ リュ
ージ ョ ン 研 究会で は、2010 年 9 月 22 日 （水）

に 日本心 理学会第 74 回大会 （大阪大学豊中キ ャ ン パ

ス）にて 開催さ れた ワ
ー

クシ ョ ッ プ 「WSO81 色彩心

理学の展開
一 若手研究者からの 提言

一 」を共催 し

ま した ので、こ こ に報告致 します。

　本ワ
ー

ク シ ョ ッ プは、色彩に関す る 心理学研 究 に取

り組む若 手研 究者 に、自身 の 問題 意識、研 究実 践、そ

の基礎的 ・応用的意義などに つ い て話題提供 して いた

だき、色彩 ・人間 科学研 究領域 における今後の 展開 を

議論 する こ とを主 旨と しま した。イ リュ
ージ ョ ン 研究

会の高橋晋也 （名古屋大学）、坂田勝亮 （女子 美術大学）、

木村敦 （東京電機大学）が企画 し、当 日の司会は高橋氏

が担当しま した 。

　話題提供者は日本色彩学会 ・
日本心理学会 の両学会

員で あ る大学院生 3名に行な っ て いただきま した 。 ま

ず、東京大学大学 院の 筒井亜 湖氏に 「美的評価にお け

る色要因の 効果 一一絵画 か ら配色まで
一一」とい う

題 目にて、絵画や 多色配色 に対す る hedonic 　tone や

面 白さ とい っ た感情効果 に、認 知的要 因およ び色彩 ・

配置要因が及ぼす 影響に つ い て 発表 して い た だ き ま し

た 。 次 に、名 古屋 大 学大学院の牧 野 暁世氏 に 「感 性 語

（オノ マ トペ ）による色彩印象」とい う題目に て、オ ノ

マ トペ C き らき ら
／一
や

“
ぎらぎ ら

”
とい っ た 擬音語）か

ら連想される 色彩に つ いて 体系的に検討された E’
研 究

をご紹介いた だき ま した 。 続いて 、早稲田大学大学院

の若 田忠之氏に 「感情効果 に基づ く色と 香 りの調和」

と題 して、色と 香 りを共通の感情空間 に プ ロ ッ トし、

色と香りの 調和 ・不調和感がその感情空間内における

座標近似と関連す る とい う ご自身の 研究成果 を発表い

ただきま した 。 その後、イ リ ュ
ージ ョ ン 研究会の北岡

明佳氏 （立命館大 学）が指定討論を行い 、色彩 の心理 学

研 究の意義 を再確認す る と とも に、そ れ らの 成果を世

界 的な舞台で ア ピール し て ゆ くこ と の 重 要性 と使命感

に つ いて話題提供者とフ ロア に 工
一

ル を送 っ て 下さ り

ま した。

　なお、当 日は約 50 名 の 聴講者 （日本 色彩学会 ・
日

本心理学会の 各 ・両会員を含む ）に ご 来場い ただき非

常 に盛況 な会とな りま した 。全体討論 で は フ ロ アか ら

も 活発な発言が飛び交い ，個々 の研究に対する質疑か

ら色彩 科学 研究 の行 く末 まで、全 体 質疑 時 間に収 ま り

ぎ らな い ぐ ら い 議論が 続い た こ とが と て も 印象的で し

た 。

　この よ うに本 ワ
ー

ク シ ョ ッ プが盛況の うちに終 え ら

れ ま した こ とを 、話題 提供者 ・指定 討論者の 先生 方、

およ び参加者の 皆様、関係各位 にお礼 申 し上 げます 。

　また 来年も皆様にお会い でき る ことを楽 しみ に して

お ります 。

図 1　 会場 の 様子

図 2　ス タ ッ フ集合写真
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